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はじめに 

 

「愛知県ユネスコスクール指導者研修会」は、ユネスコスクール加盟支援大学である愛知教育

大学が主催となって、愛知県内のユネスコスクール活動の啓発や支援、加盟校相互の連携構築

をはかるとともに、未加盟校が ESD 活動に取り組むきっかけづくりを行うことを目的として、10 年以

上にわたり開催してきています。本研修会は、愛知県内のユネスコスクール加盟校及び ESD、

SDGs、さらには探究に関わる教育活動に興味・関心をもつ先生方を対象として、ユネスコスクール

である本学の附属学校や県外のユネスコスクール加盟校による実践活動事例の報告や、登壇者

と参加者による ESD 活動に関する意見交流を通して、今後の活動発展を願って計画しています。

今回は、令和７年度の本研修会の報告書をお届けします。 

本年度の研修会も、愛知県教育委員会主催の「ESD 研修」と同日開催とし、両研修に参加する

ことで、さまざまな ESD の学びが得られるようにと企画しました。本年度の研修会では、金沢市教

育委員会と京都府立嵯峨野高校の先生、本学附属学校教員をお招きし、それぞれの学校・地域

での ESD 活動の事例を紹介いただきました。実践事例の内容については、本報告書にまとめて

おりますので、ぜひ、ご覧いただければと存じます。いずれの学校も児童・生徒の成長を願った教

育活動を学校ぐるみで展開されています。 

本年度は、過去例に見ない夏の猛暑や各所での地震を始めとする自然災害が頻発し、将来に

対する備えがますます必要となってきています。学習指導要領の前文にみられるように「持続可能

な社会の担い手」を育成するため、学校現場ではさまざまな取り組みが実施され、児童生徒の教

育が展開されています。ESDを通した教育の実践は、子どもたちの学びを単なる学習ではなく、将

来を生き抜く力、また、自身のキャリア教育への展望を切り開く道につなげていくものです。ユネス

コスクールによるますますのＥＳＤ活動の展開はもとより、未加盟校においても、ＥＳＤを目指した

教育が展開されていくことを期待しています。 

本報告書が、ユネスコスクール加盟校の先生方、未加盟校の先生方の今後の ESD 教育の一

助になれば、幸いです。 

 

２０２６年２月吉日 

 

                     愛知教育大学             

                      地域連携センター長 大鹿聖公 
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愛知県ユネスコスクール指導者研修会 次第 

 

１．日 時    令和７年８月２６日（火） 10:00 ～ 12:00 

 

２．会 場    愛知県生涯学習推進センター 研修室 A 

           （愛知県名古屋市中村区竹橋町３６−３１） 

 

３．日 程 

全体司会   愛知教育大学  財務・学術部長        北川 雅崇 

 

10:00～10:05  開会行事   

主催者挨拶 愛知教育大学  連携・附属学校担当理事  杉浦 慶一郎 

 

10:05～11:05  ユネスコスクール実践事例発表（各１５分）（敬称略） 

 

・愛知教育大学附属名古屋小学校          山田 泰弘 

 

・金沢市教育委員会                   榎木 洋平 

 

・愛知教育大学附属高等学校             山本 真生 

 

・京都府立嵯峨野高等学校               岡本 領子 

 

11:15～11:55  事例発表者によるディスカッション 

「普段の授業をどのようにして ESD として展開していくか」  

司会      愛知教育大学  地域連携センター副センター長 

岩田 吉生 

 

11:55～12:00   閉会行事 

総括      愛知教育大学  地域連携センター長    大鹿 聖公 
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愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
小
学
校

真
剣
に
議
論

「
本
校
の
研
究
内
容
」
に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
授
業

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
の
授
業
づ
く
り

●
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
は

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
と
は
、

年
代
に
提
唱
さ
れ
た
も

の
で
、
現
在
で
は
五
つ
の
要
素
に
整
理
さ
れ
て
い
る
「
課
題

解
決

の
た

め
の

思
考

」
で

す
。

（ ）
が
提
案

し
た
５
段
階
デ
ザ
イ
ン
思
考
モ
デ
ル
を
、
本
校
の
授
業
づ
く

り
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

共
感

･･
･

児
童
の
目
線
に
立
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

課
題
を
も
っ
て
い
る
の
か
理
解
す
る
。

明
確

化
･･
･

理
解

し
た
こ

と
を

基
に
課

題
を

絞
り
込
み

、
め
ざ
す
児
童
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

創
造

･･
･

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
、
課
題
解
決
の

見
通
し
や
授
業
の
ア
イ
デ
ア
を
創
り
出
す
。

試
作

･･
･

ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
て
授
業
を
い
く
つ
も

試
作
す
る
。

テ
ス
ト

･･
･

試
作
し
た
授
業
を
実
践
し
、
授
業
改
善
を

進
め
る
。

「
本
校
の
研
究
内
容
」
に
つ
い
て

「
本
校
の
研
究
内
容
」
に
つ
い
て

愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
小
学
校

愛
知
県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
指
導
者
研
修
会

年
８
月

日
（
火
）

本
校
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て

～
日
常
の
授
業
実
践
か
ら
～

愛
知
教
育
大
学
附
属
名
古
屋
小
学
校
山
田
泰
弘
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社
会

「
ご
み
、
ど
う
し
よ
う
」
（
４
年
）

社
会

「
ご
み
、
ど
う
し
よ
う
」
（
４
年
）

【問
題
解
決
型
】

各
自
の
「問
い
」か
ら
学
習
問
題
に
迫
る

【学
習
か
ら
得
る
概
念
的
知
識
】

発
生
す
る
「新
た
な
問
い
」

【マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
と
の
連
携
授
業
】

子
ど
も
た
ち
と
企
業
の
間
で
協
働
が
発
生

ど
う
す
れ
ば
、
ス
ー

パ
ー
か
ら
出
る
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
だ
ろ
う
。

ご
み

の
処

理
や

リ
サ

イ
ク

ル
の

方
法

、
焼

却
工

場
や

埋
め

立
て

地
の

工
夫

や
現

状
を

知
り

、
ご

み
に

つ
い

て
正

し
い

知
識

を
得

た
り

、
社

会
の

一
員

と
し

て
で

き
る

こ
と

を
考

え
た

り
す

る
。

ゲ
ス

ト
と

し
て

「
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

」
と

の
連

携
授

業
を

実
施

社
会

「
ご
み
、
ど
う
し
よ
う
」
（
４
年
）

日
常
の
授
業
か
ら

社
会

４
年

「
ご

み
ど

う
し

よ
う

」
理

科
５

年
「

流
れ

る
水

の
は

た
ら

き
と

土
地

の
変

化
」

道
徳

６
年

「
わ

た
し

の
ふ

つ
う

と
あ

な
た

の
ふ

つ
う

」
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理
科

「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
と
土
地
の
変
化
」
（
５
年
）

水
の
量
が
増
え
る
と
削
ら
れ
方
が
大
き
く
な
っ
た

り
、
下
に
積
も
る
土
の
量
が
増
え
た
り
す
る
ね
。

大
雨
が
降
っ
た
ら
？

砂
場

で
実

際
の

川
を

再
現

す
る

モ
デ

ル
実

験
を

通
し

て
、

流
れ

る
水

の
は

た
ら

き
（

侵
食

・
運

搬
・

堆
積

）
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

防
災

：
減

災
の

観
点

で
身

の
回

り
に

あ
る

洪
水

を
防

ぐ
た

め
の

対
策

に
つ

い
て

知
る

。

理
科

「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
と
土
地
の
変
化
」
（
５
年
）

社
会

「
ご
み
、
ど
う
し
よ
う
」
（
４
年
）

手
前

ど
り

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
ポ

ス
タ

ー
を

提
案

実
現

可
能

な
提

案
へ

社
会

「
ご
み
、
ど
う
し
よ
う
」
（
４
年
）

子
ど

も
た

ち
の

提
案

を
直

接
伝

え
た

い
！

な
か

な
か

採
用

さ
れ

な
い

・
・

・
・

モ
ニ

タ
ー

を
設

置
す

る
の

は
費

用
が

か
か

り
す

ぎ
る

。
・

「
手

前
ど

り
し

な
さ

い
」

と
命

令
す

る
こ

と
は

、
相

手
は

お
客

な
の

で
強

く
言

え
な

い
。

子
ど

も
か

ら
の

意
見

も
参

考
に

し
て

検
討

を
重

ね
て

い
く

自
分

に
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
実

践
し

て
い

く
意

識
・

ア
イ

デ
ア

3



道
徳

「
わ
た
し
の
ふ
つ
う
と
あ
な
た
の
ふ
つ
う
」
（
６
年
）

❷
も

し
、

あ
な

た
が

男
の

子
で

ピ
ン

ク
色

を
好

き
だ

と
し

て
、

み
ん

な
の

前
で

言
え

ま
す

か
？

み
ん
な
の
前
で
は
言
い
づ
ら
い

か
も
・・
・世
の
中
的
に
は
、

「ふ
つ
う
」に
な
っ
て
き
た
け
ど
、

ま
だ
き
れ
い
事
で
、
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
気
が
す
る
。

少
し

ず
つ

自
分

事
へ

道
徳

「
わ
た
し
の
ふ
つ
う
と
あ
な
た
の
ふ
つ
う
」
（
６
年
）

❶
「

ピ
ン

ク
は

お
と

こ
の

こ
の

い
ろ

」
と

い
う

絵
本

の
題

名
は

、
「
ふ

つ
う
」

だ
と

思
い

ま
す

か
？

好
き
な
色
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、

自
由
だ
と
思
う

世
の
中
的
に
は
、
も
う

「ふ
つ
う
」の
こ
と
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

ま
だ

他
人

事

道
徳

「
わ
た
し
の
ふ
つ
う
と
あ
な
た
の
ふ
つ
う
」
（
６
年
）

作
：
ロ
ブ
・
パ
ー
ル
マ
ン

絵
：
イ
ダ
・
カ
バ
ン

訳
：
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

発
行
元
：
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

関
す

る
問

題
を

テ
ー

マ
に

し
た

議
論

を
通

し
て

、
多

様
な

考
え

方
が

あ
る

こ
と

に
気

付
か

せ
る

。
そ

の
上

で
、

偏
見

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
多

様
性

を
認

め
よ

う
と

す
る

道
徳

的
実

践
意

欲
と

態
度

を
育

て
る

。

理
科

「
流
れ
る
水
の
は
た
ら
き
と
土
地
の
変
化
」
（
５
年
）

だ
か
ら
、
教
科
書
の
川
の
写
真
は
、
カ
ー
ブ
の
外

側
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
置
い
て
あ
っ
た
ん
だ
！

身
の
回
り
の
水
害
対
策

に
つ
い
て
理
解
す
る
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

「
の
授
業
だ
！
」
←
（
通
常
の
学
習
と
は
別
枠
）

「
こ
の
学
習
は
、

の
ど
の
目
標
に
関
わ
る
の
か
な
？
」

（
日
常
の
学
習
か
ら
地
球
市
民
と
し
て
の
成
長
を
意
識
）

「
多
く
の
学
校
で
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
る
」

「
多
く
の
子
ど
も
に
と
っ
て
当
た
り
前
に
な
る
」

発
表
の
最
後
に
・
・
・

道
徳

「
わ
た
し
の
ふ
つ
う
と
あ
な
た
の
ふ
つ
う
」
（
６
年
）

自
分
の
考
え
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
く
て
、

人
に
よ
っ
て
違
う
「ふ
つ
う
」を
受
け
止
め

合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ね
。

❹
「

自
分

の
ふ

つ
う

」
と

「
み

ん
な

の
ふ

つ
う

」
と

、
ど

の
よ

う
に

付
き

合
っ

て
い

き
ま

す
か

？

人
そ
れ
ぞ
れ
「ふ
つ
う
」は
違
う
ん
だ
ね
。

道
徳

「
わ
た
し
の
ふ
つ
う
と
あ
な
た
の
ふ
つ
う
」
（
６
年
）

❸
「

徒
競

走
を

男
女

混
合

で
走

る
こ

と
」

は
、
「

ふ
つ
う

」
だ

と
思

い
ま

す
か

？

で
も
、
女
子
に
負
け
た
ら
、
な
ん
だ
か

恥
ず
か
し
い
気
が
す
る
。

走
力
が
近
い
人
と
走
っ
て
い
る
か
ら
、
勝

負
は
平
等
だ
し
、
「ふ
つ
う
」の
こ
と
だ
と

思
う
。
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金
沢
市
の
取
組

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

SD
Gs
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
 K

an
az

aw
a

・
日
時

令
和
７
年
２
月
８
日
（
土
）

１
３
：
０
０
～
１
５
：
３
０

・
参
加
者

代
表
２
名

小
学
校
は
５
・
６
年
生
、
中
学
校
は
１
・
２
年
生

・
日
程

①
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
充
実

・
SD

Gs
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
探
究
的
な
活
動

・
地
域
の
教
育
資
源
の
教
材
化

②
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
の
充
実

・
体
験
活
動
、
学
習
発
表
の
充
実

③
実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
学
習
成
果
の
発
信

・
他
校
と
の
交
流

金
沢
市
の
取
組

具
体
的
な
取
組

内
容

１
金
沢
市
の
取
組

２
各
学
校
の
取
組

３
今
後
に
向
け
て

R7
.8
.2
6

金
沢
市
教
育
委
員
会

学
校
指
導
課

愛
知
県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
指
導
者
研
修
会

実
践
事
例
発
表

金
沢
市
教
育
委
員
会
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

金
沢
市
の
取
組

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
代
表
児
童
と
有
識
者
が
登
壇

・
有
識
者
が
質
問
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
価
値
付
け
を
行
う

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

金
沢
市
の
取
組

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

プ
レ
ゼ
ン
交
流
会

・
中
学
校
区
で
、
各
学
校
の
取
組
を
発
表

・
取
組
の
よ
さ
や
、
更
な
る
工
夫
等
に
つ
い
て
協
議

7



各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

10



各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

Ｋ
さ
ん

各
学
校
の
取
組

Ｈ
さ
ん

各
学
校
の
取
組
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各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組

各
学
校
の
取
組
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今
後
に
向
け
て

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

１
人
１
台
端
末
で
の
配
信

・
各
学
校
の
取
組
を
知
り
、
新
し
い
学
び
や
発
見
に

今
後
に
向
け
て

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

中
学
校
区
別
「
創
造
」
会
議

・
校
区
の
実
情
に
応
じ
た
発
信
の
場

・
よ
り
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
取
組
に

今
後
に
向
け
て

実
践
の
発
信
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

SD
Gs
子
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
 K

an
az

aw
a

〇
学
校
や
校
種
を
超
え
た
交
流
に
よ
り
、
価
値
感
や
考
え
方
の
見
直
し

〇
有
識
者
の
話
を
聞
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
が
向
上

〇
外
部
か
ら
の
評
価
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
探
究
活
動
へ
の
意
欲
が
向
上

△
学
校
の
独
自
性
の
低
下

△
参
加
す
る
児
童
生
徒
の
制
限

各
学
校
の
取
組

15



ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

愛
知
県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
指
導
者
研
修
会

実
践
事
例
発
表

16



愛
教
大
Ｓ
Ｅ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
校
の
概
況

・
全
国
に
先
駆
け
の

人
学
級
を
実
施

一
学
年
ク
ラ
ス

人
学
級
の
少
人
数
指
導

・
大
学
と
連
携
し
た
探
究
活
動

「
附
高
ゼ
ミ
」
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て
、

人
か
ら

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
探
究
活
動

実
践
報
告

サ
ス
テ
ィ
ナ
部
の
取
り
組
み
紹
介

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
指
導
者
研
修
会

愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校

教
諭
：
山
本
真
生

愛
知
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校

17



活
動
例

竹
林
部
門

学
校
裏
の
放
置
竹
林
の
整
備
、
竹
材
の
活
用
方
法
を
探
究

活
動
例

畑
部
門

学
校
の
活
用
さ
れ
て
い
な
い
花
壇
を
畑
と
し
て
利
用

⇒
落
ち
葉
（
糸
状
菌
）
を
利
用
し
た
不
耕
起
農
業
の
実
験

⇒
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
の
探
究

活
動
例

カ
キ
ツ
バ
タ
部
門

カ
キ
ツ
バ
タ
に
つ
い
て
の
啓
発
事
業

愛
知
県
の
花
で
あ
り
、
本
校
近
く
に
貴
重
な
自
生
地
が
存
在

⇒
令
和
元
年
度
に
「
あ
い
ち
の
未
来
ク
リ
エ
イ
ト
部
」
に
参
加

教
材
の
作
成
や
情
報
発
信
を
行
う

サ
ス
テ
ィ
ナ
部
と
は
？

Ｒ
２
年
度
英
語
部
、
科
学
部
が
合
併
し
て
成
立

→
を
達
成
す
る
た
め
に
地
域
や
学
校
の
中
で

高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
で
き
る
こ
と
を
考
え

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す

⇒
生
徒
の
興
味
関
心
を
中
心
に
探
究
的
な
活
動
を
実
施

18



活
動
例

竹
林
部
門
→
水
質
部
門

竹
林
部
門
の
広
が
り

竹
材
の
利
用
方
法
の
探
究

→
竹
炭
を
製
作

→
水
質
浄
化
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
り

水
質
浄
化
装
置
の
実
験
へ

活
動
例

竹
林
部
門

竹
葉
茶
、
ア
ロ
マ
の
開
発

⇒
安
全
性
を
担
保
す
る

難
し
さ

活
動
例

竹
林
部
門

竹
紙
の
製
作

⇒
製
作
に
最
適
な
素
材
を

若
竹
、
成
長
し
た
竹
、
竹
く
ず
か
ら
比
較

活
動
例

竹
林
部
門

竹
材
の
活
用
方
法
を
探
究

竹
ベ
ン
チ

竹
細
工

19



大
学
の
活
動
へ
の
参
加

愛
知
教
育
大
学
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
学
の
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
竹
林
の
整
備
、

竹
材
の
加
工
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施

活
動
成
果
の
外
部
発
表

刈
谷
市
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
月
）

活
動
成
果
の
外
部
発
表

将
来
世
代
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

活
動
成
果
の
発
表

文
化
祭
で
の
発
表
講
堂
発
表
（
月
）

校
内
発
表
で
掲
示
し
た
ポ
ス
タ
ー
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竹
林
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
学
び

愛
教
大
の
子
ど
も
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⇒
放
置
竹
林
整
備
に
つ
い
て
子
ど
も
に
伝
え
る
機
会

当
初
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
、
注
意
喚
起
を
教
員
が
実
施

→
回
を
重
ね
企
画
の
準
備
・
運
営
を
ほ
と
ん
ど
生
徒
の
手
に

当
日
判
断
で
、
予
定
の
変
更
、
そ
の
通
知
な
ど
も

⇒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
を
通
し
た
成
長

竹
林

整
備

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
学

び

周
囲

を
巻

き
込

む

愛
教

大
の

実
習

園
の

方
の

協
力

⇒
切

り
出

し
た

竹
を

竹
チ

ッ
プ

に
利

用

竹
チ

ッ
プ

の
活

用
方

法
の

探
究

へ

畑
部

門
：

畑
に

使
用

竹
部

門
：

バ
ン

ブ
ー

ロ
ー

ド
に

敷
く

→
 カ

ブ
ト

ム
シ

が
増

え
た

？

竹
林
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
学
び

開
始
：
令
和
年
度

「
学
校
内
に
持
続
可
能
な
サ
イ
ク
ル
を
作
る
」
こ
と
を
目
指
す

→
校
舎
裏
の
鬱
蒼
と
し
た
放
置
竹
林
を
発
見

身
近
で
再
生
可
能
な
リ
ソ
ー
ス
と
見
定
め
る

→
当
初
は
、
３
４
人
の
男
子
生
徒
た
ち
の
地
道
な
整
備

⇒
竹
炭
化
や
竹
細
工
（
竹
ベ
ン
チ
）
利
用
法
を
模
索

大
学
の
活
動
へ
の
参
加

刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
て

竹
を
使
っ
た
地
域
の
遊
び
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
運
営

21



高
校
部
活
動
と
し
て
の
限
界
と
展
望

高
校
の
部
活
動
と
し
て
、

今
こ
こ
（
附
属
高
校
）
に
い
る
自
分
た
ち
だ
か
ら
こ
そ

可
能
な
活
動
と
い
う
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
重
視

高
校
、
大
学
、
当
該
地
域
に
と
っ
て
価
値
と
物
語
の
あ
る

持
続
可
能
で
美
し
い
竹
林
維
持
に
向
け
た
活
動
を
目
指
す

高
校
部
活
動
と
し
て
の
限
界
と
展
望

竹
林
整
備
を
し
て
い
く
な
か
で
様
々
な
課
題
が
発
生

伐
採
し
た
大
量
の
竹
を
ど
う
処
理
す
る
か

自
分
た
ち
で
は
処
理
で
き
な
い
不
法
投
棄
物

不
法
侵
入
者
に
よ
る
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

大
学
や
地
域
と
の
連
携
を
し
つ
つ

課
題
解
決
へ
取
り
組
む
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京
都

こ
す
も
す
科

専
修

共
修

普
通
科

自
然
科
学
系
統
（理
系
）３
年
間
一
貫
の
理
数
教
育

人
間
科
学
系
統
（文
系
）

文
理
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

京
都
こ
す
も
す
科
共
修
コ
ー
ス

に
準
じ
た
教
育
内
容

文
理
共
通

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

自
然
科
学
系
統
（理
系
）

自
然
科
学
コ
ー
ス
（理
系
）

人
間
科
学
コ
ー
ス
（文
系
）

１
年

２
年

３
年

コ
ー
ス
設
定

学
科
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

建
学
の
精
神
「
和
敬
静
寂
」

和
敬

和
を
も
っ
て

互
い
に
敬
う
こ
と

自
彊

自
ら
努
め
て

励
む
こ
と

飛
翔

新
た
な
世
界
に

飛
び
立
つ
こ
と

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

自
己
紹
介

外
国

語
（

英
語

）
教

諭
：英

語
で

教
育

デ
ィ

ベ
ー

ト
や

っ
て

ま
す

。
英

語
科

主
任

教
育

推
進

部
副

部
長

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
担

当
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
関

係
担

当

T
hi

nk
 G

lo
ba

lly
, 

A
ct

 L
oc

al
ly

P
ut

ti
ng

 y
ou

rs
el

f 
in

 s
om

eo
ne

 e
ls

e’
s 

sh
oe

s

嵯
峨
野
高
校
の

ES
D実
践

未
来
を
つ
く
る
小
さ
な
行
動

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
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京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

幅
広
い
知
識
と
深
く
思
考
す
る
た
め
の
論
理
的
思
考
力
育
成
の
た
め
に

ほ
ん
ま
も
ん
（本
物
）と
出
会
う

専
門
家
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
く

➢
体
系
化
さ
れ
た
知
識
の
獲
得

➢
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
論
理
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
主
張

現
地
に
行
く

➢
自
ら
の
五
感
で
事
実
を
確
認
す
る
。

嵯
峨
野
高
校
の
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び

授
業

国
際
交
流

ラ
ボ
活
動

学
校
行
事

部
活
動京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

L
og

ic
al

 t
hi

nk
in

g

E
xp

re
ss

io
n

A
g

en
cy

C
ol

la
bo

ra
ti

on

「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び
を
加
速
す
る

 A
C

C
E

L

変
化
を
起
こ
す
た
め
に
、
自
分
で
目
標
を
設
定
し
、
振
り
返
り
、

粘
り
強
く
行
動
す
る
力

 

論
理
的
に
思
考
す
る
力

 

自
ら
の
考
え
を
表
現
・
発
信
す
る
力

 

他
者
を
理
解
し
、
協
働
す
る
力

 

C
re

at
iv

it
y

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
創
造
力

 

ア
ク
セ
ル

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

CO
SM

O
S

秩
序
と
調
和
を
も
つ
宇
宙
・
世
界

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
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32
3/

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
都
府
主
催

京
都
の
高
校
生
と
学
ぶ
気
候
変
動
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー

「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び
は
授
業
か
ら

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
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京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

探
究
学
習
ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
≒
Ｅ
Ｓ
Ｄ

UN
ES

CO
 持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

20
23

嵯
峨
野
高
校
の
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び

授
業

国
際
交
流

ラ
ボ
活
動

学
校
行
事

部
活
動京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

En
gli

sh
Im

m
er

sio
n

Da
y2

02
5

平
安
時
代
体
験
～
源
氏
香
・薫
物
づ
く
り
～

本
と
交
わ
る
夏
休
み

人
生
を
豊
か
に
す
る
文
学
入
門

法
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

大
阪
「キ
タ
」フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー

京
都
大
学

 自
然
科
学
（化
学
）フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

京
都
大
学

 自
然
科
学
（物
理
）フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

京
都
工
芸
繊
維
大
学
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
エ

遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

京
都
薬
用
植
物
園
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

大
阪
大
学

 自
然
科
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

東
京
・つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
ツ
ア
ー

社
会
と
芸
術
の
関
わ
り
を
知
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

卒
業
生
講
話

令
和
７
年
度

26



京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

「ロ
ジ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」で
は
探
究
の
型
を
学
ぶ

問
い
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

普
通
科
・京
都
こ
す
も
す
科
共
修
コ
ー
ス

１
年
次

２
年
次

３
年
次

ロ
ジ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

（
１
単
位
）

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ボ

（
２
単
位
）

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

（
2
単
位
）

文
献
調
査
や
問
い
づ
く
り
の
方
法
、レ
ポ
ー
ト

の
書
き
方
、研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
学
習

ラ
ボ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
で
探
究
活
動

探
究
成
果
発
表
会
：全
員
が
校
内
で

ポ
ス
タ
ー
発
表

S
ag

an
o 

G
lo

ba
l F

or
um
：全
員
が
校
内
で

英
語
で
口
頭
発
表
・海
外
の
高
校
生
と
交
流

「
問
い
」
か
ら
始
ま
る
多
様
な
学
び

京
・平
安
文
化
論

言
語
文
化
ラ
ボ
数
学
活
用
ラ
ボ

多
様
な
分
野
の
ラ
ボ
に
分
か
れ
て
探
究
活
動
に
取
り
組
み
ま
す 物
理
・化
学
領
域
ラ
ボ
生
命
領
域
ラ
ボ

法
学
ラ
ボ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
地
理
・地
図
ラ
ボ
食
と
生
活

W
or

ld
w

id
e 

L
ea

rn
in

g
 L

ab
文
化
・デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ

ス
ポ
ー
ツ
と
環
境

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ラ
ボ

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

社
会
課
題
解
決
に
不
可
欠
な

当
事
者
意
識
の
育
成

➢
当
事
者
た
ち
と
の
対
話

➢
地
域
と
の
連
携

➢
協
働
力
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

探
究
学
習
ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
≒
Ｅ
Ｓ
Ｄ

全
国
小
中
学
校
環
境
教
育
研
究
会
棚
橋
乾
氏
の
ス
ラ
イ
ド
よ
り
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国
際
交
流

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

多
様
な
価
値
観
と
出
会
う
。

D
iv

er
si

ty
を
理
解
し
、T

ol
er

an
ce

, 
E

m
pa

th
yが
実
践
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
シ
チ
ズ
ン
と
な
る
。

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
都
こ
す
も
す
科
専
修
コ
ー
ス

１
年
次

２
年
次

３
年
次

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
Ⅰ

（
１
単
位
）

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
Ⅱ

（
２
単
位
）

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
Ⅲ

（
１
単
位
）

文
献
調
査
や
実
験
デ
ザ
イ
ン
の
方
法
、レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
、

研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
学
習

ラ
ボ
選
択
お
よ
び
課
題
設
定

少
人
数
の
研
究
集
団
に
分
か
れ
て
研
究

み
や
び
サ
イ
エ
ン
ス
ガ
ー
デ
ン
：府
内
合
同
発
表
会
に
全

員
参
加

探
究
成
果
発
表
会
：全
員
が
校
内
で
ポ
ス
タ
ー
発
表

み
や
こ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
：代
表
生
徒
が
府
内
合
同
発

表
会
に
参
加

S
ag

an
o 

G
lo

ba
l F

or
um
：全
員
が
校
内
で
口
頭
発
表

論
文
提
出
：全
員
が
論
文
を
執
筆

３
年
か
け
て
深
め
る
理
数
の
研
究
活
動

物
理
ラ
ボ
化
学
ラ
ボ
生
物
ラ
ボ
地
学
ラ
ボ
数
学
ラ
ボ
校
有
林
調
査
ラ
ボ

分
野
ご
と
に
ラ
ボ
に
分
か
れ
て
研
究
し
ま
す

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
・平
安
文
化
論
ラ
ボ
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嵯
峨
野
高
校
の
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び

授
業

国
際
交
流

ラ
ボ
活
動

学
校
行
事

部
活
動京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

Sa
ga

no
 G

lo
ba

l F
or

um
京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

探
究
活
動
の
成
果
を
英
語
で
発
表
し
、聴
衆
と
の
対

話
を
通
し
て
探
究
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
得
る
。

ま
た
、探
究
活
動
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
を
、

今
後
の
人
生
に
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
る
か
に
つ
い
て

英
語
で
表
現
す
る
。

日
韓
高
校
生
グ
ロ
ー
バ
ル
公
民
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
研
修

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
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L
og

ic
al

 t
hi

nk
in

g

E
xp

re
ss

io
n

A
g

en
cy

C
ol

la
bo

ra
ti

on

「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
学
び
を
加
速
す
る

 A
C

C
E

L

変
化
を
起
こ
す
た
め
に
、
自
分
で
目
標
を
設
定
し
、
振
り
返
り
、

粘
り
強
く
行
動
す
る
力

 

論
理
的
に
思
考
す
る
力

 

自
ら
の
考
え
を
表
現
・
発
信
す
る
力

 

他
者
を
理
解
し
、
協
働
す
る
力

 

C
re

at
iv

it
y

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
創
造
力

 

ア
ク
セ
ル

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

ほ
ん
ま
も
ん
の
お
茶
会
を
つ
く
る

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
ま
す

と
こ
の
は
祭

(文
化
祭
・
体
育
祭

)

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

世
界
で
は
、今
も
ど
こ
か
で
戦
争
が
起
き
て
い
ま
す
。

大
切
な
人
を
失
い
、生
き
る
こ
と
に
絶
望
し
て
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
事
実
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、平
和
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
。

多
様
性
を
認
め
、相
手
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。

一
人
一
人
が
相
手
の
考
え
に
寄
り
添
い
、思
い
や
り
の
心
で
話
し
合
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
、傷
つ
き
、悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が
い
な
く
な
る
は
ず
で
す
。

周
り
の
人
た
ち
の
た
め
に
、ほ
ん
の
少
し
行
動
す
る
こ
と
が
、い
ず
れ
世
界
の

平
和
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

O
ne
vo
ic
e．

た
と
え
一
つ
の
声
で
も
、学
ん
だ
事
実
に
思
い
を
込
め
て
伝
え
れ
ば
、変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

2
0
2
5
年
8
月
6
日

広
島
平
和
記
念
式
典
で
地
元
の
小
学
生
が
述
べ
た
「平
和
へ
の
誓
い
」
の
言
葉
か
ら
抜
粋

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校

ユ
ネ
ス
コ
憲
章

 前
文

こ
の
憲
章
の
当
事
国
政
府
は
、こ
の
国
民
に
代
わ
っ
て
次
の
と
お
り
宣
言
す
る
。

戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、人
の
心
の
中
に
平
和

の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
互
の
風
習
と
生
活
を
知
ら
な
い
こ
と
は
、人
類
の
歴
史
を
通
じ
て
世
界
の
諸

人
民
の
間
に
疑
惑
と
不
信
を
起
こ
し
た
共
通
の
原
因
で
あ
り
、こ
の
疑
惑
と
不

信
の
為
に
、諸
人
民
の
不
一
致
が
あ
ま
り
に
も
し
ば
し
ば
戦
争
と
な
っ
た
。
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